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machikado sanpomichi

２

五
月
十
八
日
に
近
畿
か
つ
う

ら
ふ
る
さ
と
会
十
周
年
記
念
式

典
が
勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

近
畿
か
つ
う
ら

ふ
る
さ
と
会

式
典
で
は
、
桑
村
会
長
か
ら
「
十
年
の

間
に
は
、
阪
神
大
震
災
や
平
賀
前
会
長
が

亡
く
な
る
と
い
う
悲
し
い
こ
と
が
あ
っ
た

が
、
ふ
る
さ
と
会
員
の
念
願
で
あ
っ
た
宿

泊
施
設
も
ふ
る
さ
と
坂
本
に
で
き
る
な
ど

明
る
い
こ
と
も
あ
っ
た
。
悲
し
み
を
乗
り

越
え
て
頑
張
り
た
い
」
と
の
あ
い
さ
つ
が

あ
り
、
来
賓
と
し
て
遠
く
東
京
か
ら
帰
省

さ
れ
た
「
関
東
阿
波
か
つ
う
ら
会
」
大
下

副
会
長
や
岡
本
県
議
会
議
員
、
宮
本
議
長

川
口
町
長
か
ら
お
祝
い
の
こ
と
ば
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
会
員
や
地
元

の
有
志
に
よ
る
演
芸
が
披
露
さ
れ
、
拍
手

と
笑
い
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
演
歌

歌
手
、
野
々
村
あ
い
さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー

が
会
場
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

会
場
を
移
動
し
て
、
「
ふ
れ
あ
い
の
里

さ
か
も
と
」
で
の
懇
親
会
は
、
総
勢
百
八

十
名
の
参
加
を
得
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

再
会
を
懐
か
し
ん
だ
り
、
近
況
を
伝
え

あ
っ
た
り
と
の
合
間
に
、
自
慢
の
の
ど
の

披
露
も
あ
り
、
楽
し
い
時
間
が
ま
た
た
く

ま
に
過
ぎ
、
別
れ
を
惜
し
ん
で
閉
会
し
ま

し
た
。

ふるさとに感謝し、

ふるさととの

交流を深めたい



まちかど散歩みち

３

この度、掛谷の山海公雄さんが全日本

剣道連盟から感謝状を受賞されました。

山海さんは、50年余りの永きにわたり

剣道に取り組まれ、地域における剣道の

指導奨励を通じて、日本剣道の発展や剣

道を通じた地域の青少年健全育成にご尽

力いただいています。今回、その功績が

認められ、栄えある受賞となりました。

心からお喜び申し上げますとともに、

今後ますますのご活躍をお祈りします。

受 賞

全日本剣道連盟感謝状

平成15年１月29日に死去されました、故岸岡利男氏に

「永年にわたり、学校教育の振興と将来を担う心豊かな

青少年の育成および地域の教育発展に寄与された功績」

に対し勲五等瑞宝章が授与されました。

岸岡氏は昭和13年から53年までの40余の永きにわたり

教育者としての全生涯を公教育一筋に生き、その業績は

中正にして着実な徳島県教育の推進力として輝き、数多

い教え子、保護者、後進からは敬慕され続けました。

また戦後の徳島県同和教育の先駆者の一人として称さ

れる多大な教育成果を重ね、同和教育推進にかける情熱

は、現在の指導者の取り組みに大きな示唆を与えました。

故人の永年のご事績に改めて敬意を表しますとともに

やすらかなご冥福をお祈りいたします。

県・町学校教育・社会教育・同和教育に多大な貢献

勲五等瑞宝章受賞 故 岸岡利男氏

社団法人発明協会・毎日新聞社が主催

する第61回全日本学生児童発明くふう展

に生比奈小学校５年生の大久保泉沙さん

の「画びょう押し器」が入選しました。

掛
谷山

海
公
雄
さ
ん

▲

入
選
の
賞
状
を
手
に
す
る

大
久
保
泉
沙
さ
ん

▲入選作品「画びょう押し器」

生比奈小学校５年

大久保泉沙さん

第61回 全日本学生児童

発明くふう展入選！



machikado sanpomichi

４

「中・四国実年軟式野球大会」

今
山
農
村
舞
台
（
今
宮
神
社
境
内
）
で
五
月
四
日
、
町
有
形
文
化

財
指
定
を
記
念
し
た
人
形
浄
瑠
璃
の
特
別
講
演
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

勝
浦
座
や
勝
浦
高
校
民
芸
部
に
よ
る
「
式
三
番
叟
」「
傾
城
阿
波
の

鳴
門
順
礼
歌
の
段
」
な
ど
が
熱
演
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
浄
瑠
璃
フ
ァ

ン
約
三
〇
〇
人
が
楽
し
み
ま
し
た
。

こ
の
舞
台
は
平
成
十
五
年
一
月
二
十
日
に
勝
浦
町
の
有
形
文
化
財

に
指
定
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
、
今
山
地
区
住
民
で
つ
く
る
「
今
山

農
村
舞
台
保
存
会
」
が
主
催
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
当
日
に
は
、
文

化
庁
か
ら
の
補
助
金
で
新
調
や
修
復
を
し
た
ふ
す
ま
約
七
十
枚
と
渦

潮
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
藍
染
め
の
幕
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

人
形
浄
瑠
璃
特
別
講
演
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

▲

勝
浦
座
に
よ
る
「
式
三
番
叟
」

▲

町
内
外
か
ら浄

瑠
璃
フ
ァ
ン
が
楽
し
み
ま
し
た
。

▲準優勝に輝いた勝浦クラブ実年チームの皆さん

勝浦クラブ
実年チーム

準優勝を飾る

去る５月３日、４日の両日、岡山県井

原市で中国、四国各県から24チームが参

加して開催された第10回中・四国実年軟

式野球大会に出場した勝浦クラブ実年チー

ムは、１回戦山陽スリーナイン（岡山県）

を３対２、２回戦、芳井シニア（岡山県）

を８対７、準決勝戦でドラゴンハウス

（兵庫県）を４対３の各試合全て逆転サ

ヨナラ勝ちを治め決勝戦では、前年度優

勝の倉敷シニアと対戦し０対５で敗れま

したが、見事初出場で準優勝に輝きまし

た。



協定
整理
番号

（協定数）

協 定

集落名

協定
参加
者数

交付金額

（円）

協定対象農用地面積（㎡） 主な共同取組活動の内容

計
（㎡）

田 畑
（農業生産活動、生産性・収益の向上、

担い手の定着等に関すること）急傾斜
（㎡）

緩傾斜
（㎡）

急傾斜
（㎡）

緩傾斜
（㎡）

１ 石 原 52 4,123,573 357,688 29,579 57,490 261,916 8,703 農道・用水路の管理、花づくり

２ 沼 江 52 3,738,218 314,118 37,744 56,579 215,460 4,335 農道の管理、農機具・農薬の一括購入

３ 掛 谷 22 1,352,055 148,542 13,214 3,442 73,178 58,708 農道の管理、花づくり

４ 山 西 32 1，464，809 176,993 8,697 857 86,160 81,279 農道の管理、農機具・農薬の一括購入

５ 中 角 東 25 1,880,161 163,541 163,471 70 農道の管理、研修会

６ 中 角 西 11 917,205 79,757 79,757 農道の管理、農機具・鳥獣捕獲機の一括購入

７ 生 名 72 4,537,904 434,143 14,413 23,136 332,758 63,836 農道の管理、農機具・鳥獣捕獲機の一括購入

８ 今 山 45 3,687,337 321,813 320,124 1,689 農道・ミニ四国八十八ヵ所参道の管理

９ 黒 岩 15 688,447 59,865 59,865 農道の管理

10 星 谷 67 3,916,233 400,657 4,396 311,769 84,492 農道の管理、研修会、農機具の一括購入

11 久 国 45 1,894,965 211,899 10,315 5,548 118,480 77,556 農道の管理、農機具・農薬の一括購入

12 棚野石倉谷 29 1,046,308 85,448 6,928 78,250 270 農道の管理、ビオトープ（昆虫類の保護）

13 棚野大谷 19 1,445,056 122,025 4,849 116,639 537 農道の管理、鳥獣害防除（特にイノシシ）

14 中山第１ 24 1,295,302 112,840 1,756 1,401 107,916 1,767 農道・用水路の管理

15 中山第２ 36 3,040,679 250,679 16,618 234,061 農道の管理、研修会

16 中山第３ 50 2,729,649 230，433 17,509 9，836 196，558 6，530 農道・用水路の管理、研修会

17 横瀬立川 22 1,529,062 125,539 10,232 113,827 1,480 農道の管理、研修会

18 横瀬前川 18 820,032 71,808 71,088 720 農道の管理、研修会

19 横瀬寺谷 13 899,382 80,180 77,344 2,836 農道の管理

20 与川内下分 26 1,207,547 106,449 104,372 2,077 農道の管理

21 与川内中央 18 656,994 59,306 2,693 50,287 6,326 農道の管理、地区協議会

22 与川内宮平 38 4,065,119 330,470 31,767 294,069 4,634 農道・用水路の管理、研修会

23 坂 本 下 24 1,827,927 147,101 20,258 7,351 115,685 3,807 農道・用水路の管理、研修会、オハツキ銀杏の周辺整備

24 坂本３部 44 1,978,864 164,874 10,815 1,109 150,944 2,006 農道の管理

25 坂本松尾 37 2,128,537 185,850 5,882 171,891 8,077 農道の管理、花づくりとあじさい祭り

26 坂本黄檗 16 1,537,710 131,526 5,094 123,528 2,904 農道・用水路の管理、農薬の一括購入

852 54,409,075 4,873,544 248,363 171,145 4,029,397 424,639

※お問い合わせは、勝浦町産業振興課（ ２－1505）

＜勝浦町全体の行事＞ ・平成14年５月８日～10日 視察研修（大分県院内町・直入町） 参加者36名

まちかど散歩みち

５

平成14年度 勝浦町中山間地域等直接支払事業の実施状況
勝浦町では、平成12年度から中山間地域等直接支払制度が始まり、事業を積極的に推進して

います。毎年６月に前年度の実施状況の公表を行っています。農地を管理するだけでなく、共

同取組活動や多面的機能増進活動により住みやすくきれいな集落づくりが展開されています。

今後とも事業推進にご協力ください。
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ククリリーーンン情情報報

粗
大
ご
み

回
収
日
の
お
知
ら
せ

町
内
の
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

放
棄
さ
れ
て
い
る
不
法
投
棄
の
現

場
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
バ
ッ
テ

リ
ー
・
ふ
と
ん
等
の
粗
大
ゴ
ミ
や
、
エ

ア
コ
ン
な
ど
の
家
電
四
品
目
な
ど
が
一

部
の
心
な
い
人
た
ち
に
よ
っ
て
不
法
投

棄
さ
れ
て
い
ま
す
。
不
法
投
棄
さ
れ
た

も
の
は
、
行
政
に
よ
っ
て
処
分
費
を
は

ら
い
処
分
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

町
で
は
不
法
投
棄
を
な
く
す
た
め
に

さ
ま
ざ
ま
な
不
法
投
棄
防
止
対
策
を
講

じ
て
い
ま
す
。

不
法
投
棄
に
対
し
て
は
、
監
視
な
ど

に
よ
る
未
然
防
止
対
策
が
効
果
的
な
こ

と
か
ら
美
化
指
導
員
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー

ル
や
、
六
月
一
日
か
ら
は
、
郵
便
局
と

連
携
し
、
配
達
中
不
法
投
棄
を
発
見
し

た
場
合
役
場
に
通
報
し
て
も
ら
う
業
務

委
託
を
契
約
し
ま
し
た
。
一
旦
不
法
投

棄
が
な
さ
れ
た
場
合
は
、
そ
の
拡
大
を

防
止
す
る
こ
と
も
重
要
な
こ
と
か
ら
、

不
法
投
棄
物
に
警
告
シ
ー
ル
を
貼
付
し

そ
の
不
法
投
棄
物
の
自
主
回
収
を
促
す

と
と
も
に
、
不
法
投
棄
者
を
発
見
し
た

場
合
は
随
時
警
察
署
へ
通
報
し
て
お
り

関
係
機
関
と
連
携
し
、
厳
し
く
対
処
し

て
い
ま
す
。

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
利
用
し
て
い

る
町
民
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
監
視
の
協

力
も
不
可
欠
で
す
の
で
、
み
な
さ
ん
ひ

と
り
ひ
と
り
が
環
境
監
視
員
と
な
り
環

境
美
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

生
活
様
式
の
多
様
化
に
よ
っ
て
、
集
ま
る

粗
大
ご
み
や
燃
え
な
い
ご
み
の
量
が
増
加
し

て
お
り
、
そ
れ
に
伴
い
、
そ
れ
ら
を
処
理
す

る
経
費
も
増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。

住
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
修
理
可
能
な
物
は

修
理
し
て
使
っ
て
い
た
だ
き
、
廃
棄
物
を
で

き
る
だ
け
少
な
く
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

次
に
、
粗
大
ご
み
を
処
分
し
た
い
場
合
の

手
順
は
、
集
団
で
回
収
す
る
「
家
庭
の
粗
大

ご
み
回
収
日
」
を
で
き
る
だ
け
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
今
年
度
の
今
後
の
回
収
予
定
は
、

■

平
成
十
五
年
六
月
一
日

午
前
八
時
～
十
一
時

星
谷
運
動
公
園
駐
車
場

■

平
成
十
五
年
九
月
七
日

星
谷
運
動
公
園
駐
車
場

■

平
成
十
六
年
三
月
七
日

星
谷
運
動
公
園
駐
車
場

の
三
回
で
す
。
そ
の
日
に
回
収
場
所
ま
で
各

自
で
運
搬
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。（
雨
天
の
場
合
は
次
週
の
日
曜
日
に
延
期
）

そ
の
日
以
外
の
場
合
は
、
お
手
数
で
す
が

事
前
に
町
役
場
住
民
課
で
処
理
手
数
料
を
支

払
っ
た
後
、
不
燃
物
処
理
場
へ
各
自
で
運
搬

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

毎年６月から９月までの第１日曜日を全町一斉清掃日と定め、環境衛生の

保全、環境美化の向上にご協力いただき「清流に緑映え人輝くまちかつうら」

づくりに成果をあげています。本年も

６月１日・７月６日・８月３日・９月７日
を予定しています。各地区の区長さんや保健部長さんの指示に従って、地区

の実情にあった方法で、１戸に１人は参加いただき、ご協力をお願いします。

６月１日 全町一斉清掃日は

不
法
投
棄
の
現
場

①
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６月 ガラスびん収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

第
１
火
曜
日

（３日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

石 原 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

山西集会所横の自転車置場付近

農 村 婦 人 の 家

第
２
火
曜
日

（10日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ゴミフェンス横

中 山 集 会 所 前

第
３
火
曜
日

（17日）

生 名

久 国

棚 野

〃

〃

立 川

東林庵前（いちょうの木付近）

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

大 井 堰 碑 の 前

勝 浦 病 院 前 駐 車 場 横

前田さん宅前ゴミフェンス横

第

４

火

曜

日
（24日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

〃

〃

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 農 協 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

佐野さん宅前ゴミフェンス横

田 村 さ ん 宅 前

久 保 の 内 フ ェ ン ス 横

長 福 寺 前 フ ェ ン ス 横

旧ＪＡ坂本出張所上ゴミフェンス横

６月
収集日 地 区 設 置 場 所

第
１
月
曜
日

（２日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

桜 建 設 事 務 所

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前
ＪＡ生比奈支所保冷庫前

（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

第
２
月
曜
日

（９日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ゴミフェンス横

消 防 詰 所 横

第
３
月
曜
日

（16日）

生 名

〃

久 国

棚 野

〃

〃

東 林 庵 前

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 裏

河川敷のゲートボール場横

パ チ ン コ 店 前 道 路 南 側

大 井 堰 碑 の 前

第

４

月

曜

日

（23日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 農 協 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

旧 Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

古紙の回収にご協力を
ボランティアグループ「勝浦を考える会」

指 定 場 所 勝浦町大字中角・勝浦町農村婦人の家
敷地内リサイクル保管庫
回収日の５日前から指定場所に置けます。
それまでは、ご家庭で保管ください。

古紙の分別方法 段ボール
新 聞 紙

チラシが入っているのは大丈夫です。それ以
外は入れないでください。

古 本
同じ種類の本に分けてください。厚い表紙は、
破って段ボールの方へ入れてください。

※段ボール、新聞紙、古本はそれぞれひもで縛ってください。

今月の回収日 ６月７日 午前９時まで●

六
月
十
一
日

●

六
月
二
十
五
日

※
登
録
し
て
い
る
犬
の
場
合
は
印
鑑
と

鑑
札
が
必
要
で
す
。

【
お
願
い
】

犬
の
放
し
飼
い
が
増
え
て
い
ま
す
。

放
し
飼
い
や
捨
て
犬
は
、
社
会
の
迷

惑
に
な
り
ま
す
。
責
任
を
持
っ
て
飼

い
ま
し
ょ
う
。

不用犬の
引き取り日

あき缶（アルミ缶殴スチール缶）収集日程表

（水）

（土）

（水）

（１）

（２）

（３）



８

障
害
を
持
つ
人
の
自
立
の
た
め
の
相
談

に
障
害
者
自
身
や
同
じ
背
景
を
持
つ
人
同

志
が
、
対
等
な
立
場
で
支
え
あ
い
な
が
ら

活
き
活
き
と
自
立
生
活
を
送
っ
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
為
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
養
成
講

座
。

日

時
平
成
十
五
年
六
月
十
八
～
二
十
日

（
二
泊
三
日
）

場

所

徳
島
市
か
ん
ぽ
の
宿

費

用

食
事
代
の
み
必
要

対
象
者

障
害
者

申
込
先

自
立
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

鳴
門
市
大
津
町

〇
八
八
―
六
八
五
―
二
七
〇
三

町
営
住
宅
に
空
き
室
が
で
き
ま
し
た
の

で
、
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

申
込
受
付
期
間

平
成
十
五
年
六
月
二
日

～

六
月
十
六
日

ま
で
の
間

入
居
申
込
先

勝
浦
町
住
民
課
（
所
定
の
用
紙
を
用
意

し
て
い
ま
す
）

二
―
一
五
〇
一

募
集
住
宅
名

坂
本
久
保
住
宅

一
戸
分

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
て
三
Ｄ
Ｋ

共
通
応
募
資
格

町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
を
有
す

る
方
。
ま
た
、
現
在
町
外
で
住
ん
で
い

る
方
で
あ
っ
て
も
入
居
決
定
後
本
町
に

住
所
を
移
し
引
き
続
き
生
活
す
る
方
を

含
む
。

収
入
が
定
め
ら
れ
た
基
準
内
に
あ
る
こ

と
（
入
居
者
全
員
の
所
得
が
月
額
二
十

万
円
以
下
）

家
賃
お
よ
び
敷
金
を
支
払
す
る
能
力
を

有
す
る
こ
と
。

入
居
者
に
は
、
二
名
の
連
帯
保
証
人
が

必
要
で
す
。

犬
猫
等
他
人
に
迷
惑
に
な
る
ペ
ッ
ト
の

飼
育
を
禁
止
し
ま
す
。

家

賃
家
賃
は
入
居
者
全
員
の
所
得
に
よ
り

異
な
り
ま
す
が
、
一
カ
月
一
万
四
千
円

か
ら
二
万
三
千
円
程
度
が
想
定
さ
れ
ま

す
。
ま
た
家
賃
は
毎
年
所
得
に
よ
り
改

正
さ
れ
ま
す
。

敷
金
は
、
入
居
時
の
家
賃
額
の
三
カ

月
分
が
必
要
で
す
。

そ
の
他
、
浄
化
槽
の
管
理
に
関
す
る

費
用
は
入
居
者
負
担
で
す
。

入
居
の
時
期

平
成
十
五
年
七
月
一
日

（
予
定
）

選

考

勝
浦
町
町
営
住
宅
設
置
お
よ
び
管
理
条

例
の
規
定
に
よ
る

四
月
か
ら
社
会
人
サ
ッ
カ
ー
の
練
習
を

始
め
ま
し
た
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
高
校

生
以
上
な
ら
性
別
、
経
験
関
係
な
く
お
気

軽
に
体
験
し
に
来
て
く
だ
さ
い
。

練
習
日

毎
週
月
曜
日

時

間

午
後
八
時
～
十
時
ま
で

場

所

生
比
奈
小
学
校
グ
ラ
ン
ド

連
絡
先

鈴
木

学
（

二
―
三
三
三
三
）

イベント
催し物

ピ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

集
中
講
座
の
お
知
ら
せ

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

に
つ
い
て

総 務 課 ２－２５１１
soumu@town.katsuura .tokushima .jp
議会事務局 ２－２５１３
gikai@town.katsuura .tokushima .j p
住 民 課 ２－１５０１
jyumin@town.katsuura .tokushima .j p
福 祉 課 ２－１５０２
fukusi@town.katsuura.tokushima .j p

税 務 課 ２－１５０３
zeimu@town.katsuura.tokushima .j p
産業振興課 ２－１５０５
sangyo@town.katsuura.tokushima.jp
建 設 課 ２－１５０６
kensetu@town.katsuura .tokushima .jp
教育委員会 ２－２５１５
（夜間 福祉センター）
kyouiku@town.katsuura.tokushima.jp

アア ララ カカ ルル トト報報情情

募 集

社
会
人
サ
ッ
カ
ー
部
員

募
集

（月）

（火）

（１）（２）（３）

（４）（５）

（月）



ナ
イ
タ
ー
設
備
、
体
育
館
、
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
等
の
社
会
教
育
施
設
の
利
用
時
間
は
、

午
後
十
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
部
の
方
に
お
い
て

午
後
十
時
を
超
え
て
利
用
さ
れ
て
い
る
事

例
が
見
う
け
ら
れ
ま
す
。

社
会
教
育
施
設
の
利
用
に
つ
き
ま
し
て

は
、
午
後
十
時
に
は
利
用
を
終
了
し
、

｢

か
ぎ｣

を
返
却
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
次
の
施
設
に
お
い
て
、
他
の
利

用
者
の
方
が
困
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

<

星
谷
運
動
公
園>

１

ご
み
は
絶
対
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

２

動
物
を
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

３

犬
、
猫
等
ペ
ッ
ト
の
ふ
ん
の
後
始
末

を
お
願
い
し
ま
す
。

４

車
両
等
で
進
入
し
、
グ
ラ
ン
ド
を
傷

め
な
い
で
く
だ
さ
い
。

５

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
ゲ
ー
ト
を
抜
か

な
い
で
く
だ
さ
い
。

<

各
グ
ラ
ン
ド>

１

ご
み
は
絶
対
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

２

使
用
後
は
整
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

<

各
体
育
館>

１

ご
み
は
絶
対
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

２

使
用
後
は
整
理
整
頓
を
お
願
い
し
ま

す
。

な
お
、
各
施
設
の
利
用
の
際
に
は
、
必

ず
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日

時

毎
週
水
曜
日

午
前
十
時
～
十
一
時
三
十
分

場

所

生
比
奈
保
育
所
（
リ
ズ
ム
室
・
園
庭
）

二
―
三
〇
七
七

対
象
者

〇
歳
～
五
歳
児

家
庭
で
保
育
さ
れ
て
い
る
子
ど

も
と
保
護
者

育
児
相
談
事
業

子
育
て
に
つ
い
て
困
っ
て
い
る
こ
と
、

悩
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
一

人
で
悩
ま
ず
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

直
接
保
育
所
に
来
て
い
た
だ
い
て
も
け
っ

こ
う
で
す
し
、
電
話
で
の
相
談
も
受
付
ま

す
。

相
談
時
間

平
日
午
前
九
時
～
午
後
四
時

場

所

生
比
奈
保
育
所

難
病
は
原
因
が
わ
か
ら
ず
、
慢
性
的
に

経
過
す
る
た
め
に
、
患
者
さ
ん
や
家
族
の

方
が
か
か
え
る
身
体
的
・
精
神
的
な
負
担

は
た
い
へ
ん
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

患
者
さ
ん
や
家
族
の
方
が
地
域
で
よ
り
よ

い
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
私
た
ち
で
で
き

る
こ
と
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

受
講
対
象
者

難
病
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
関
心
が
あ
り
、
な
る
べ
く

全
日
程
を
受
講
で
き
る
方

参
加
費

無
料

申
込
は

六
月
十
三
日

ま
で
に

阿
南
保
健
所
疾
病
対
策
係

ま
た
は
健
康
増
進
課

〇
八
八
四
―
二
二
―
〇
〇
七
二

へ

お知らせ社
会
教
育
施
設
の
利
用

に
つ
い
て

(
お
願
い)

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
か
ら
の
お
知
ら
せ

福

祉

課

六
月
の
わ
ん
ぱ
く
教
室
予
定

25 日 18日 11 日 ４ 日

○

六
月
生
ま
れ
の
お
誕
生
会

○

室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る

○

楽
器
を
作
ろ
う

作
っ
た
楽
器
で

遊
ぼ
う

○

室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る

○

リ
コ
ー
ダ
ー
演
奏
会

十
時
～

○

室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る

○

保
健
師
さ
ん
に
よ
る
健
康
相
談
と

身
体
測
定

○

歯
科
衛
生
士
さ
ん
に
よ
る
乳
幼
児

の
歯
の
話

○

室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る

○

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
を
見
た
り
、

歌
を
歌
っ
た
り
す
る

等

９

難
病
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

講
座

福

祉

課

回数 と き 主 な 内 容

１ 6月24日 ボランティアとは

２ ７月18日 神経難病の理解

３ ７月31日 病気の子どもを知るために

４ ８月21日 難病患者とのかかわり

５ ９月19日 患者家族教室との交流

（金）

（火）

（水）

（木）

（金）

（水）（水）（水）

（木）

（金）
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国民年金だより

年金額早見表参 考

現 行 改 定 後（15．４～）
年 額 月 額 年 額 月 額

[国民年金]
老齢基礎年金
障害基礎年金
（１級）
（２級）

遺族基礎年金
（子１人）
基 本
加 算

円

804,200

1,005,300
804,200

1,035,600
804,200
231,400

円

67,017

83,775
67,017

86,300
67,017
19,283

円

797,000

996,300
797,000

1,026,300
797,000
229,300

円

66,417

83,025
66,417

85,525
66,417
19,108

10年年金
５年年金
障害年金
（１級）
（２級）

488,600
415,800

1,005,300
804,200

40,717
34,650

83,775
67,017

484,200
412,100

996,300
797,000

40,350
34,342

83,025
66,417

母子年金
（子１人）
基 本
加 算

1,035,600
804,200
231,400

86,300
67,017
19,283

1,026,300
797,000
229,300

85,525
66,417
19,108

老齢福祉基金 412,000 34,333 408,300 34,025

[厚生年金]
標準的な年金額 2,857,500 238,125 2,831,900 235,992

年
金
額
が

変
わ
り
ま
す
。

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
な

ど
の
公
的
年
金
は
、
年
金
額

の
実
質
的
な
価
値
を
維
持
す

る
た
め
、
前
年
の
消
費
者
物
価
指
数

に
応
じ
て
、
年
金
額
を
改
定
す
る
物
価
ス
ラ
イ
ド

が
行
わ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
平
成
十

二
年
度
か
ら
平
成
十
四
年
度
の
年
金
額
は
、
消
費

者
物
価
指
数
は
下
落
し
て
い
た
も
の
の
、
社
会
情

勢
等
か
ら
物
価
ス
ラ
イ
ド
を
凍
結
す
る
特
例
法
に

よ
り
、
年
金
額
は
据
え
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
三
年
と
異
な
り

現
役
世
代
の
賃
金
の
低
下
傾
向
が
明
ら
か
な
こ
と

な
ど
か
ら
、
平
成
十
五
年
度
の
年
金
額
は
、
平
成

十
四
年
の
物
価
指
数
下
落
分

(

マ
イ
ナ
ス
〇･

九

％)

の
改
定
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
下
記
の

と
お
り

(

参
考)

年
金
額
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

今
回
の
減
額
改
定
は
、
年
金
制
度
の
安
定
的
な

運
用
の
た
め
、
必
要
最
低
限
の
措
置
で
あ
り
ま
す
。

ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

出
張
年
金
相
談
所
の

開
設
！

平
成
十
五
年
四
月
か
ら
毎
月
一

回
（
第
二
木
曜
日
）
出
張
年
金
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。

当
日
、
徳
島
南
社
会
保
険
事
務

所
か
ら
係
官
が
二
名
来
町
し
、
年

金
全
般
に
わ
た
る
相
談
に
応
じ
て

く
れ
ま
す
。

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
制
度
の

こ
と
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
に

関
す
る
こ
と
な
ど
現
在
年
金
を
受

給
さ
れ
て
い
る
方
、
ま
た
こ
れ
か

ら
請
求
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
な

ど
、
ど
な
た
で
も
無
料
で
相
談
で

き
ま
す
。

お
気
軽
に
相
談
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

★
日

時

平
成
十
五
年
六
月
十
二
日

午
前
十
時
～
午
後
三
時
ま
で

★
場

所

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

（
一
階
相
談
室
）

★
そ
の
他

年
金
を
受
給
さ
れ
る
前
の
方
は

年
金
手
帳
を
、
年
金
を
受
給
さ

れ
て
い
る
方
は
、
年
金
証
書
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

（木）
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六
月
一
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が
施

行
さ
れ
た
日
で
す
。
こ
の
日
を
中
心
と
し

て
皆
さ
ん
と
と
も
に
一
層
の
人
権
思
想
の

啓
発
に
努
め
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
て
お

り
ま
す
。

人
権
は
、
人
間
が
幸
福
な
人
生
を
送
る

上
で
、
最
も
大
切
な
権
利
で
す
。
自
分
だ

け
で
な
く
、
す
べ
て
の
人
の
人
権
が
尊
重

さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

国
の
内
外
を
問
わ
ず
、
人
々
が
お
互
い

に
人
権
を
守
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
る
い
社

会
を
つ
く
る
こ
と
が
、
私
た
ち
の
願
い
で

す
。私

た
ち
の
町
に
は
、
勝
浦
町
長
か
ら
推

薦
さ
れ
て
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
次
の

人
権
擁
護
委
員
が
、
人
権
に
つ
い
て
の
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

堀

毅
男（
三
渓
）

二
―
二
四
三
二

中
西

正（
沼
江
）

二
―
三
三
〇
九

森
脇
和
一（
沼
江
）

二
―
三
二
三
七

細
川

寛（
坂
本
）

二
―
四
〇
六
八

六
月
一
日
～
十
日

「
最
近
ど
う
も
テ
レ
ビ
の
画
面
が
急
に

乱
れ
る
」
「
ラ
ジ
オ
を
聞
い
て
い
た
ら
、

突
然
、
変
な
声
が
入
っ
て
き
た
」
な
ど
の

体
験
を
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

こ
れ
ら
は
、
不
法
電
波
に
よ
る
障
害
で

あ
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
不
法

電
波
に
よ
る
障
害
は
、
私
た
ち
の
生
活
を

守
る
消
防
や
警
察
、
防
災
の
た
め
の
無
線

か
ら
一
般
ま
で
広
く
被
害
を
与
え
て
い
ま

す
。も

し
お
気
づ
き
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
四
国
総
合
通
信
局
（

〇
八
九
―
九
三

六
―
五
〇
五
一
）
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

人
権
擁
護
委
員
制
度

総

務

課

不
法
電
波
は
、
犯
罪
で
す
。

平
成
十
五
年
七

月
九
日
に
任
期
が

満
了
す
る
勝
浦
町

議
会
議
員
一
般
選

挙
は
六
月
二
十
四

日
に
告
示
さ
れ
、

六
月
二
十
九
日
に

投
票
が
行
わ
れ
ま

す
。
開
票
は
同
日

午
後
九
時
か
ら
住

民
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
行
い
ま
す
。

不
在
者
投
票

投
票
当
日
に
仕
事
や
旅
行
、
出

産
な
ど
の
事
情
で
投
票
所
へ
行
け

な
い
人
の
た
め
に
、
不
在
者
投
票

制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

不
在
者
投
票
の
で
き
る
期
間
、

場
所
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●

期
間

六
月
二
十
四
日

～

六
月
二
十
八
日

●

時
間

毎
日
午
前
八
時
三
十
分

～
午
後
八
時

●

場
所

勝
浦
町
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
（
町
役
場
）

病
院
等
で
の
不
在
者
投
票

不
在
者
投
票
の
で
き
る
指
定
病

院
等
に
入
院
中
の
方
で
施
設
が
町

外
に
あ
る
場
合
や
、
町
内
の
施
設

で
あ
っ
て
も
歩
行
が
困
難
な
場
合

は
、
院
長
等
に
申
し
出
る
と
そ
の

病
院
等
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

遠
隔
地
の
場
合
は
郵
送
期
間
に

ご
留
意
く
だ
さ
い
。

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

身
体
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
方

は
、
郵
便
に
よ
っ
て
不
在
者
投
票

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

在
宅
投
票
が
で
き
る
方
は
、
身
体

障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
、

そ
の
障
害
の
程
度
が
一
定
の
基
準

に
あ
て
は
ま
る
方
に
限
り
ま
す
。

な
お
、
郵
便
で
投
票
す
る
場
合

は
あ
ら
か
じ
め
郵
便
投
票
証
明
書

の
交
付
を
受
け
て
お
き
、
投
票
期

日
前
四
日
（
六
月
二
十
五
日
）
ま

で
に
そ
の
証
明
書
を
添
え
て
投
票

用
紙
等
の
請
求
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

入

場

券

入
場
券
は
六
月
二
十
六
日
前
後

に
送
付
し
ま
す
。
（
間
違
い
が
な

い
か
早
め
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。）

入
場
券
を
な
く
し
た
と
き

う
っ
か
り
し
て
入
場
券
を
な
く

し
て
も
、
投
票
当
日
選
挙
権
を
有

し
て
い
れ
ば
投
票
は
で
き
ま
す
。

投
票
所
の
受
付
で
、
そ
の
こ
と

を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

投
票
時
間

投
票
時
間
は
、
午
前
七
時
か
ら

午
後
八
時
ま
で
で
す
。

開

票

開
票
は
、
午
後
九
時
か
ら
勝
浦

町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
三
階
ホ
ー

ル
で
行
い
ま
す
。

開
票
速
報

開
票
速
報
は
中
間
、
概
数
、
最

終
の
三
回
に
分
け
て
開
票
所
に
掲

示
し
ま
す
。

最
終
発
表
は
、
午
後
十
一
時
三

十
分
前
後
の
見
込
み
で
す
。

〈
立
候
補
予
定
者
説
明
会
〉

六
月
六
日

午
前
十
時
か
ら
勝

浦
町
役
場
二
階
大
会
議
室
で
行
い

ま
す
。

〈
こ
の
選
挙
で
新
し
く
選
挙
人
名

簿
に
登
載
さ
れ
る
人
〉

・
昭
和
五
十
八
年
六
月
三
十
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人

・
平
成
十
五
年
三
月
二
十
三
日
以

前
か
ら
引
き
続
い
て
勝
浦
町
内

に
住
所
を
有
し
て
お
り
、
公
職

選
挙
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
欠

格
事
項
に
該
当
し
な
い
人

勝浦町議会議員一般選挙

投票日は６月29日

電
波
利
用
保
護
旬
間
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「
僕
達
の
人
形
劇
を
見
て
、
一
人
で

も
多
く
の
人
が
部
落
差
別
、
男
女
差
別

の
解
消
に
つ
い
て
考
え
て
く
れ
れ
ば
い

い
と
思
い
ま
す
。
今
日
は
、
僕
達
の
人

形
劇
を
見
に
き
て
く
だ
さ
っ
て
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」

昨
年
の
冬
、
僕
達
は
公
民
館
で
人
形

劇
を
上
演
し
ま
し
た
。
身
近
な
男
女
差

別
と
部
落
差
別
を
テ
ー
マ
に
し
た
人
形

劇
で
し
た
。
こ
の
言
葉
は
、
劇
の
最
後

を
締
め
く
く
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
、

僕
が
話
し
た
言
葉
で
す
。
練
習
中
に
は

た
だ
長
い
だ
け
の
も
の
だ
っ
た
こ
の
言

葉
は
、
人
形
劇
を
通
し
て
自
分
の
心
の

底
か
ら
の
心
に
変
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
人
形
劇
が
完
成
す
る
ま
で
の

さ
ま
ざ
ま
な
過
程
の
な
か
で
、
身
近
な

差
別
に
つ
い
て
考
え
、「
差
別
は
必
ず
な

く
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
も
の
だ
」
と

改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

人
形
劇
の
シ
ナ
リ
オ
づ
く
り
の
た
め

現
地
学
習
に
行
っ
た
と
き
も
、
部
落
差

別
が
す
ご
く
身
近
な
差
別
の
よ
う
に
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

同
和
地
区
出
身
で
あ
る
と
い
う
だ
け

で
、
牛
や
馬
の
死
体
の
処
理
を
さ
せ
ら

れ
た
り
、
お
墓
を
山
の
高
い
位
置
に
建

て
さ
せ
ら
れ
た
り
し
た
そ
う
で
す
。
昔

は
血
は
汚
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
た
た

め
、
同
和
地
区
の
人
達
は
周
囲
か
ら
違
っ

た
目
で
み
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

墓
が
高
い
位
置
に
あ
る
の
で
、
亡
き
が

ら
を
運
ぶ
の
に
も
、
お
墓
参
り
に
行
く

の
も
大
変
不
便
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

昔
の
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
今
は
残
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
完
全
に
な
く
な
っ
て

も
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
実
際
に
多
く

の
人
が
同
和
地
区
出
身
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
苦
し
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
一
方
で
、
同
和
地
区
出
身
で
な
い

人
達
の
中
に
は
、
部
落
差
別
を
他
人
事

の
よ
う
に
考
え
て
、
ま
る
で
自
分
に
は

全
然
関
係
な
い
問
題
と
受
け
と
め
て
い

る
人
も
い
ま
す
。
そ
う
思
っ
て
い
る
限

り
、
部
落
差
別
は
い
つ
ま
で
も
な
く
な

ら
な
い
ま
ま
だ
と
思
い
ま
す
。
逆
に
一

人
で
も
部
落
差
別
の
解
消
に
努
力
す
る

人
が
い
れ
ば
、
そ
れ
は
、
部
落
差
別
解

消
へ
つ
な
が
る
は
ず
で
す
。

ま
た
、
も
う
一
つ
の
テ
ー
マ
で
あ
っ

た
男
女
差
別
は
、
か
な
り
社
会
に
定
着

し
て
し
ま
っ
て
い
る
差
別
問
題
だ
と
思

い
ま
し
た
。

例
え
ば
、
僕
は
小
さ
い
頃
に
「
男
な

ら
泣
き
言
を
言
う
な
。」
と
怒
ら
れ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
怒
ら
れ
た
と
き
に

は
、
こ
の
言
葉
を
当
た
り
前
の
よ
う
に

受
け
と
め
て
い
ま
し
た
が
、
今
思
い
返

す
と
こ
れ
も
ジ
ェ
ン
ダ
ー
で
あ
っ
た
こ

と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

で
は
、
よ
く
耳
に
す
る
「
男
ら
し
い
」

「
女
ら
し
い
」
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
指
す
言
葉
な
の
で
し
ょ
う
か
。
度
胸

が
あ
っ
て
、
泣
き
言
を
言
わ
な
け
れ
ば

男
ら
し
い
の
で
し
ょ
う
か
。
僕
は
、
こ

れ
か
ら
の
「
男
ら
し
い
」「
女
ら
し
い
」

と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
人
の
生
き
方
を

制
限
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
と
思

い
ま
す
。
男
の
人
で
も
家
事
が
好
き
な

人
も
い
る
し
、
女
の
人
で
も
家
の
外
で

働
く
こ
と
が
好
き
な
人
も
い
ま
す
。
社

会
的
に
つ
く
ら
れ
た
性
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー

は
こ
の
よ
う
な
個
性
を
押
し
殺
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
の
実
現
は
、
今

よ
り
も
、
も
っ
と
個
性
豊
か
な
社
会
の

実
現
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
ま
ず
自
分

の
身
の
ま
わ
り
か
ら
見
直
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
普
段
の
会
話
で
当
た

り
前
の
よ
う
に
使
っ
て
い
る
「
男
な
ら
…

し
ろ
。」「
女
の
く
せ
に
…
す
る
な
。
」

と
い
っ
た
言
葉
は
、
男
女
差
別
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
に
つ
な
が
る
の
で
、
使
う
べ
き

言
葉
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な

身
近
な
こ
と
か
ら
無
く
し
て
い
こ
う
と

心
が
け
る
こ
と
が
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー

を
実
現
し
よ
う
と
す
る
う
え
で
、
最
も

重
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
男
女
差
別
、
部
落
差
別
の

解
消
に
は
、
何
よ
り
も
「
自
分
か
ら
差

別
を
無
く
し
て
い
こ
う
。」
と
い
う
姿

勢
が
必
要
で
す
。
い
く
ら
立
派
な
こ
と

を
紙
に
書
い
て
も
実
行
し
な
け
れ
ば
意

味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
高
い
理
想
ば
か
り

か
か
げ
て
も
何
も
し
な
い
よ
り
、
た
っ

た
一
つ
で
も
思
っ
た
こ
と
を
実
行
に
移

す
ほ
う
が
、
自
分
の
心
の
た
め
に
も
差

別
解
消
の
た
め
に
も
な
る
か
ら
で
す
。

僕
は
、
差
別
し
て
し
ま
う
気
持
ち
は
誰

に
で
も
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
差
別

に
つ
い
て
の
学
習
、
体
験
か
ら
、
そ
の

気
持
ち
を
変
え
る
こ
と
、
ま
た
、
変
え

よ
う
と
努
力
す
る
こ
と
は
、
自
由
で
今

よ
り
も
、
も
っ
と
個
性
豊
か
な
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、
忘
れ
て
は
い
け
な
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

も
う
一
つ
忘
れ
て
は
い
け
な
い
こ
と

は
、
差
別
解
消
は
決
し
て
自
分
一
人
の

力
で
は
実
現
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
周
囲
の
人
達
の
協
力
が
あ
っ
て
、

初
め
て
実
現
に
一
歩
近
づ
く
の
で
す
。

今
、
僕
達
が
で
き
る
こ
と
は
、
人
権

標
語
、
人
権
ポ
ス
タ
ー
、
人
権
劇
や
人

権
作
文
で
周
囲
に
訴
え
か
け
る
こ
と
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
自
分
の
で
き

る
こ
と
か
ら
実
行
に
移
す
こ
と
は
と
て

も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
最
初

か
ら
、
広
い
視
野
で
物
事
を
と
ら
え
す

ぎ
る
と
実
現
が
と
て
も
遠
い
こ
と
の
よ

う
に
思
え
る
か
ら
で
す
。
階
段
を
一
段

一
段
上
る
よ
う
に
、
身
近
な
問
題
か
ら

一
歩
一
歩
深
く
踏
み
込
ん
で
い
く
、
そ

ん
な
精
神
を
持
ち
続
け
た
い
で
す
。

法
務
省
・
全
国
人
権
擁
護
委
員

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ

ス
ト
入
賞
作
文
集
か
ら

か た り あ う ペ ー ジ

自 分 か ら
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あ
か
と
き
を
に
ぶ
き
灯
り
に
照
ら
さ
れ
て
朝
市
の
野
菜
息
吹
く
気
配
す

横
瀬

廣
安
美
枝
子

〈
評
〉
早
朝
の
、
朝
市
の
姿
を
歌
っ
た
。
明
け
方
の
鈍
い
灯
の

下
に
並
べ
ら
れ
た
野
菜
が
、
生
き
生
き
と
新
鮮
に
見
え
る
。

「
息
吹
く
気
配
す
」
は
適
切
な
よ
い
表
現
。

買
う
つ
も
り
更
に
な
け
れ
ど
楽
し
げ
に
通
販
冊
子
を
孫
と
め
く
り
ぬ

立
川

堀

梅
子

〈
評
〉
「
買
う
つ
も
り
更
に
な
け
れ
ど
」
と
断
っ
て
い
る
と
こ

ろ
が
お
も
し
ろ
い
。
こ
の
作
品
の
よ
さ
は
事
実
を
事
実
の

ま
ま
正
直
に
歌
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
秋
も
ま
た
安
値
か
と
嘆
き
つ
つ
も
今
日
は
み
か
ん
の
剪
定
を
す
る

坂
本

平
尾
智
男

〈
評
〉
今
年
の
秋
は
ま
だ
来
て
い
な
い
の
で
安
値
と
断
定
で
き

な
い
か
ら
「
嘆
き
つ
つ
」
よ
り
も
「
案
じ
つ
つ
」
が
適
切

か
も
知
れ
な
い
。
下
句
の
剪
定
は
と
て
も
よ
い
。

わ
れ
一
人
乗
せ
て
走
れ
る
過
疎
の
バ
ス
優
待
券
を
見
せ
て
降
り
た
り

横
瀬

中
田
ヤ
ス
エ

職
退
き
し
亡
父
の
同
僚
花
束
を
供
え
て
く
れ
ぬ
在
り
し
日
語
り
て

横
瀬

平
山
美
千
江

菜
園
に
八
十
路
の
吾
は
今
日
も
出
て
春
の
野
菜
と
小
声
で
話
す

沼
江

森
脇
ア
ヤ
子

厳
寒
の
夜
の
近
づ
け
ば
蜜
柑
木
は
自
衛
の
た
め
に
葉
を
傾
け
る

坂
本

木
下
茂
子

啓
蟄
も
過
ぎ
彼
岸
桜
の
咲
き
初
め
て
移
る
季
節
の
中
に
老
い
行
く

中
山

栗
城

絹

剣
の
花
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
を
植
え
た
れ
ば
私
は
騎
士
に
愛
さ
れ
る
姫

棚
野

田
中
久
子

金
婚
式
ダ
イ
ヤ
婚
す
ら
忘
れ
い
て
百
歳
目
指
す
夫
に
添
い
ゆ
く

棚
野

田
中
茂
子

老
い
二
人
ひ
っ
そ
り
暮
ら
す
こ
の
家
に
も
春
は
来
て
お
り
沈
丁
香
る

横
瀬

日
下
克
子

渡
米
せ
る
息
子
よ
り
来
し
便
り
な
り
泥
の
軍
手
を
脱
ぎ
捨
て
封
切
る

中
山

溝
内
喜
美
代

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
る
今
宵
友
の
家
の
枝
垂
れ
ざ
く
ら
を
娘
等
と
見
に
ゆ
く

生
名

川
田
タ
マ
ヱ

唐
辛
子
の
ほ
ど
よ
く
効
き
た
る
明
太
子
朝
飼
の
卓
は
お
代
り
を
す
る

坂
本

山
口
昭
市

淡
路
島
香
る
温
泉
の
湯
を
浴
び
つ
つ
見
下
ろ
す
小
島
に
緑
の
映
ゆ
る

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

紅
少
し
見
せ
て
つ
ぼ
み
の
藪
椿
胎
児
の
如
く
潜
む
垣
根
に

中
山

山
下
房
雄

三
人
の
子
等
に
そ
れ
ぞ
れ
孫
生あ

れ
て
笑
い
を
く
れ
る
三
人
の
曾
孫

横
瀬

林

と
み
え

朝
の
道
路
に
胸
あ
た
た
か
し
勝
高
生
に
頭
深
々
挨
拶
さ
れ
て

棚
野

島

つ
と
む

萌
え
出
づ
る
気
配
に
満
ち
し
野
の
道
を
犬
と
少
年
駆
け
て
行
き
た
り

生
名

柳
田
末
子

満
開
の
桜
に
シ
ー
ト
か
け
た
い
と
思
う
ほ
ど
降
る
雨
を
見
て
い
る

横
瀬

桜
木
千
代
子

お
彼
岸
の
風
に
誘
わ
れ
山
路
行
く
枯
れ
羊
歯
の
元
わ
ら
び
萌
え
出
づ

横
瀬

丸
関
朋
子

見
る
夢
は
幼
き
頃
の
事
と
い
う
八
十
路
の
叔
母
に
筍
・
蕨
の
旬
を
荷
作
る

与
川
内

植
松
寄
子

三
十
の
年
輪
の
あ
る
豪
華
菊
を
ホ
ー
ム
に
飾
る
新
居
佑
介
氏
は
美
し
い

喜
楽
苑

中
瀬
英
夫

睦
月
す
ぎ
雪
降
る
過
疎
も
二
月
去
り
彼
岸
桜
は
時
を
忘
れ
じ

西
岡

南

昌
子

〈
選
後
に
〉

こ
の
「
か
つ
う
ら
歌
壇
」
を
担
当
し
て
い
つ
も
思
う
こ
と

だ
が
、
作
者
は
み
ん
な
勝
浦
の
人
た
ち
な
の
に
「
勝
浦
」
が

歌
わ
れ
て
い
な
い
。
勝
浦
の
自
然
や
人
情
、
よ
そ
の
市
町
村

に
な
い
勝
浦
の
姿
を
歌
っ
て
欲
し
い
。
例
え
ば
な
ぜ
稼
勢
山

の
歌
が
な
い
の
か
。
あ
の
富
士
山
に
も
似
た
美
し
い
稼
勢
山

の
歌
が
欲
し
い
。
新
装
の
横
瀬
橋
、
立
川
渓
谷
、
波
罹
尾
峠
、

平
石
山
、
鶴
山
、
坂
本
墜
道
、
仏
石
、
裏
見
の
滝
、
勝
浦
川

ｅ
ｔ
ｃ
。
郷
土
を
歌
い
残
す
こ
と
は
今
生
き
て
い
る
勝
浦
の

歌
つ
く
り
の
責
任
で
も
あ
る
。
次
回
に
は
ぜ
ひ
ふ
る
里
を
詠

ん
だ
作
品
を
お
待
ち
す
る
。（
松
並
）

松
並
先
生
の
「
選
後
評
」
を
い
た
だ
い
た
の
を
機
に
、
次
回

の
「
か
つ
う
ら
歌
壇
」
は
「
勝
浦
を
歌
う
」
事
に
し
ま
す
。
多

数
の
方
の
ご
投
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

締
切
り
は
八
月
一
日
ま
で
に
横
瀬
中
田
迄
ハ
ガ
キ
で
お
送
り

く
だ
さ
い
。

町
外
の
方
々
の
ご
投
稿
も
歓
迎
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

次
回
作
品
募
集

六
月
一
日
締
切
り

川
柳
一
人
二
句

あ
て
先

横
瀬

中
田
万
里

七
月
五
日
締
切
り

俳
句
一
人
二
句

あ
て
先

生
名

丸
山
香
月

お
知
ら
せ

松
並
武
夫

選

か
つ
う
ら
歌
壇
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国保と医療費

六
月
に
会
社
を
や
め
、
九
月
に
国
保

加
入
の
届
け
出
を
出
し
た
人
の
場
合

●たとえば●

保
険
税
は
国
保
の
資
格
を
得
た
六
月
ま
で

さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
ま
す
。

ま
た
、
届
け
出
を
し
た
九
月
ま
で
保
険
証

が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
六
～
八
月
の
あ
い
だ

の
医
療
費
は
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

40歳から64歳の介護保険料は、国保税として徴収します。

保
険
税
は
国
保
の
被
保
険
者
と
し
て
の
資
格
を
得
た

月
、
例
え
ば
職
場
の
健
康
保
険
を
抜
け
た
り
、
他
の
市

町
村
か
ら
転
入
し
た
月
の
分
か
ら
納
め
ま
す
。

保
険
税
の
納
付
は
世
帯
主
の
義
務

世
帯
主
本
人
が
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
い
る
場
合
で
も
、
世
帯
内
に
国
保
の

被
保
険
者
が
い
る
場
合
は
保
険
税
納
付
の
義
務
は
世
帯
主
に
あ
り
ま
す
。

入
院
時
の
食
事
代
の
減
額
認
定
証
の
更
新
手
続
き

住
民
税
が
非
課
税
世
帯
の
方
が
入
院
し
た
場
合
に
は
、
申
請
す
れ
ば
一
日
の
食
事
代
負
担

額
が
七
百
八
十
円
か
ら
六
百
五
十
円
に
、
ま
た
、
九
十
日
を
超
え
た
場
合
に
は
五
百
円
軽
減

さ
れ
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
方
は
す
で
に
減
額
認
定
証
を
交
付
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
十
五
年
五
月
三
十

一
日
で
有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
。
再
度
軽
減
認
定
証
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
方
は
更
新
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

健
康
保
険
証
・
印
鑑
・
食
事
代
の
減
額
認
定
証
・
老
人
医
療
の
方
は
老
人
医
療
受
給
証
。

【
申
請
場
所
】

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、
税
務
課

老
人
医
療
を
受
け
て
い
る
方
は
、
福
祉
課

保険税の納め方

会社をやめた
▼

この間の医療費は
全 額 自 己 負 担

国保加入の届け出を出した
▼

保険税
自己負担金

国や地方自治体
などの補助金

その年に予測
される医療費

平 等 割 一世帯にいくらと計算

均 等 割 世帯の加入者数に応じて計算

所 得 割 世帯の所得に応じて計算

資 産 割 世帯の資産に応じて計算

その年に予測される医療費から、国な

どからの補助金と私たちが病院で支払う

一部負担金を差し引いた分が保険税とな

ります。
保
険
税
の
総
額
を
右
の
四
つ
の
項
目
を
も
と

に
算
定
、
そ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
て
一
世
帯
ご

と
の
保
険
税
額
が
決
ま
り
ま
す
（
市
町
村
に
よ
っ

て
組
み
合
わ
せ
は
異
な
り
ま
す
。）。

保険税の決め方

６月 ７月 ８月 ９月 10月



日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの等

３ 火 股 関 節 脱 臼 検 診 13:00 勝 浦 病 院 平成15年１月１日～４月
30日までに生まれた子

母子健康手帳

５ 木 総 合 健 診 ８:00～10:00
沼江コミュニ
ティセンター 40歳以上の住民 問 診 票

10 火 ディ・ケア たんぽぽの会 13:30～15:30 住 民 福 祉
セ ン タ ー

会 員

12 木 総 合 健 診 ８:00～10:00 農村婦人の家 40歳以上の住民 問 診 票

13 金 １歳６か月児健康診査 13:00～13:30
農村環境改善
セ ン タ ー

平成13年９月１日～12月
31日までに生まれた子

予 診 票
母子健康手帳

16 月 生活習慣病予防教室・健康相談 ９:30～14:30 久国 集 会所 住 民 健 康 手 帳

19 木 総 合 健 診 ８:00～10:00 星谷 集 会所 40歳以上の住民 問 診 票

20 金 乳 児 健 康 診 査 13:30～14:30
農村環境改善
セ ン タ ー

平成14年11月１日～平成15年
４月30日までに生まれた子 母子健康手帳

21 土 男 の 健 康 教 室 15:00～17:30 農村環境改善
セ ン タ ー

会 員 エ プ ロ ン

24 火
健 康 相 談 ９:30～10:30

坂本 集 会所 住 民 健 康 手 帳
介 護 教 室 10:30～11:30

25 水 総 合 健 診 ８:00～10:00 今山ふれあい
交 流 館

40歳以上の住民 問 診 票

26 木 妊 婦 教 室 10:00～14:00
農村環境改善
セ ン タ ー 妊 婦 エ プ ロ ン

の保健行事 〈お問い合わせ先 勝浦町福祉課保健師へ 2-1502〉

み ん な の 健 康

15

「よい歯の高齢者」の
募集について

楽しい食事、会話、若々しい表情など歯と歯ぐきの

健康は、明るく豊かな生活に欠かせないものです。人

生80年以上という長寿時代を迎え、歯の健康はますま

す大切なものとなっています。

こうしたことから、子どもの頃から生涯を通じた歯

の健康づくりを行い80歳になっても、自分の歯を20本

以上保つという８０２０（ハチマル ニイマル）運動

が提唱されています。

徳島県歯科医師会では、この８０２０運動を推進す

るため、次のとおり「よい歯の高齢者」を募集して

います。

１．対 象

県内に在住の80歳以上（大正13年３月31日生まれま

で）で、自分の歯を20本以上持っている方（入れ歯以

外）であり、日常生活に支障のない程度の身体的にも

健康な方。

ただし、過去に受賞された方は対象となりません。

２．募集受付期間

平成15年６月２日 ～８月29日 まで

３．応 募 先

〒770－0003

徳島市北田宮１丁目８－65

徳島県歯科医師会

（088）631－3977 FAX（088）631－4179

住所・氏名（ふりがな）・年齢（生年月日）・

電話番号を明記の上、FAXでお知らせください。

４．表 彰

平成15年10月19日 アスティとくしま

５．選考方法

申し込み受付後、簡単な歯科検診を行います。

８０２０

推進運動
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愛育班の協力のもと各地域を巡回して、次の内容で総合健診を実施します。（日程は今月の保健行事に掲載）

健康診査は病気を早期に発見し、治療する「２次予防」です。年に１度は、必ず受診しましょう。

総
合
健
診
で
実
施
す
る
健
診

健診の種類 対 象 者 受診料（円） 検 査 内 容

基 本 健 康 診 査 満40歳以上の住民 500
身長、体重、血液
検査、尿検査、心
電図等

前立腺がん検診 満50歳以上の男性 1,000
血液中の前立腺

特異抗原を測定

肝炎ウィルス検査

①平成16年３月31日までに、40歳・45
歳・50歳・55歳・60歳・65歳・70歳
を迎える人。

②過去に肝機能異常を指摘されたこと
がある人。

③過去に広範囲な外科手術を受けた者、
妊娠・分娩に多量に出血したことが
ある者であって定期的に肝機能検査
を受けていない者。

800

血液検査によりＢ

型肝炎、Ｃ型肝炎

の感染の有無を調

べる

胃 が ん 検 診 満40歳以上の住民 1,000
バリウムによる

胃透視

結核・肺がん検診

満40歳以上の住民 300 レントゲン撮影

満50歳以上の人で喫煙指数（喫煙年数

×１日喫煙本数）が600を越える人
800

レントゲン撮影と

喀痰検査

大 腸 が ん 検 診 満40歳以上の住民 1,100
２日間の便の潜血

反応を検査

料金は表のとおりですが、生活保護世帯の方、町民税非課税世帯の方、および満70歳以上の方
は無料です。健診窓口で申し出てください。ただし、前立腺がん検診は1,000円が必要です。

（注意） ● 胃検診、基本健康診査は、当日何も飲んだり、食べないで受診してください。
● 前立腺がん検診、肝炎ウィルス検査は基本健康診査と合わせて実施します。基本健診
を受診しない人は、前立腺がん検診、肝炎ウィルス検査を受けることはできません。

総 合 健 診 が始まります。平成15年度

月 日 曜 場 所 対象地区 受付時間

７月３日 木 生 名 セ ン タ ー 生名

午前
８時～10時

７月17日 木 農村環境改善センター 中山・与川内

７月23日 水 坂 本 集 会 所 坂本

７月24日 木 農村環境改善センター 久国・棚野

７月31日 木 農村環境改善センター 横瀬

７月の総合健診は
次のとおりです。
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子
ど
も
映
画
会

十
四
日

午
後
二
時
～

図
書
館
二
階

視
聴
覚
室

民
話
を
語
り
継
ぐ
会

二
十
八
日

午
後
二
時
～

図
書
館
幼
児
室

お
は
な
し
会
（
紙
芝
居
）

二
十
二
日

午
後
二
時
～

図
書
館
幼
児
室

県
立
図
書
館
協
力
巡
回
日

四
日
・
十
一
日
・
十
八
日

二
十
五
日

休

館

日

二
日
・
九
日
・
十
六
日

二
十
三
日
・
三
十
日

※
図
書
館
が
閉
ま
っ
て
い
る
時
の
返

却
本
は
玄
関
横
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト

に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
新
着
図
書

死
に
花

太
田
蘭
三

玉
の
輿
同
盟

宇
佐
美

遊

償
い
へ
の
椅
子

沢
木
冬
吾

風
の
よ
う
に

男
時
・
女
時

渡
辺
淳
一

光
武
帝

上･

中

塚
本
青
史

罪
花

高
樹
の
ぶ
子

飛
騨
忍
法
帖

山
田
風
太
郎

汚
れ
た
夜

石
原
慎
太
郎

も
も
こ
の
お
も
し
ろ
宝
石
手
帖

さ
く
ら
も
も
こ

白
鳥
の
逃
亡
者

赤
川
次
郎

北
ぐ
に
の
人
生

小
檜
山

博

桜
宵

北
森

鴻

メ
ル
ト
ダ
ウ
ン

高
嶋
哲
夫

人
形
を
捨
て
る

藤
堂
志
津
子

宮
尾
本
平
家
物
語

宮
尾
登
美
子

罪
と
罠
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

鈴
木
輝
一
郎

日
ぐ
ら
し
御
霊
門

赤
江

瀑

ラ
ス
コ
ー
リ
ニ
コ
フ
の
日

佐
々
木

敏

あ
っ
た
か
サ
ラ
ダ
お
か
ず

真
野
智
恵
美

食
べ
た
い
、
安
全

日
本
子
孫
基
金

裏
地
で
作
る
服

月
居
良
子

地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

太
田
貞
司

子
ど
も
が
キ
ズ
つ
か
な
い
叱
り
方

Ｐ
Ｈ
Ｐ
編
集

四
国
南
部
の
磯

フ
カ
セ
ジ
ャ
パ
ン

四
国
宇
和
海
の
磯

フ
カ
セ
ジ
ャ
パ
ン

友
釣
り
ス
ペ
シ
ャ
ル

週
刊
釣
り
サ
ン
デ
ー

ウ
キ
釣
り
秘
伝

海
悠
出
版
編

奪

還

蓮
池

透

弟
は
、
必
ず
取
り
戻
す
―
突
然

引
き
裂
か
れ
た
悪
夢
の
日
々
、
懸

命
の
救
出
活
動
、
感
動
の
再
会
そ

し
て

洗
脳

と
の
闘
い
。「
北
朝

鮮
拉
致
」
の
真
実
を
怒
り
を
込
め

て
綴
っ
た
渾
身
の
手
記

寂
聴
中
国
再
訪

瀬
戸
内
寂
聴

青
春
時
代
を
過
ご
し
た
北
京
、

中
国
激
動
期
を
生
き
た
作
家
・
魯

迅
の
故
郷
で
あ
る
、
か
つ
て
の
仏

教
の
中
心
地
で
あ
る
天
台
山
、
憧

れ
の
女
流
作
家
・
田
村
俊
子
ゆ
か

り
の
上
海
。
寂
聴
自
身
の
人
生
・

文
学
・
信
仰
に
大
き
な
影
響
を
与

え
た
中
国
の
四
つ
の
古
都
を
、
作

家
・
平
野
啓
一
郎
と
と
も
に
再
訪

し
、
こ
れ
ま
で
の
生
涯
を
ふ
り
返

り
、
次
代
に
贈
る
言
葉
を
探
る
。

鬼
哭
の
剣

北
方
謙
三

己
よ
り
強
き
者
に
勝
つ

角
兵
衛
獅
子
の
少
年
達
と
共
に
日

向
森
之
助
が
柳
生
を
斬
る
。
無
敵

の
剣
士
で
あ
る
兄
・
景
一
郎
を
凌

駕
す
る
た
め
に
…
怒
涛
の
シ
リ
ー

ズ
第
四
弾
。

新 着 図 書
一 部 紹 介

六
月
の
行
事

図書館

だより

（土）
（日） （土）
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４
月
16
日
～
５
月
15
日

（
敬
称
略
）

ご
結
婚
お
め
で
と
う

大
字
三
溪
字
樫
渕

向
井
義
治

（
板
野
郡
板
野
町

東

あ
す
か

大
字
沼
江
字
並
松

森
野
光
樹

（
小
松
島
市

坂
口
理
絵

◆
お
誕
生
お
め
で
と
う

麻
植
新
吾

長
女

大
字
中
角

）

字
大
籔

千
鶴

心こ

こ

桜ろ

上
平
幸
司

長
男

大
字
坂
本

）

字
坂
本

麻
友
子

光こ
う

希き

お
く
や
み
申
し
ま
す

大
字
三
溪
字
西
谷

梶
川
憲
三（
84
歳
）

大
字
生
名
字
石
垣

福
田
邦
夫（
91
歳
）

大
字
棚
野
字
西
久
保

原
田
喜
八
郎（
85
歳
）

大
字
沼
江
字
西
岡

武
市
千
重
子（
82
歳
）

大
字
生
名
字
石
垣

多
田
祐
一（
89
歳
）

大
字
沼
江
字
山
田

溝
内
マ
サ
ヱ（
94
歳
）

大
字
沼
江
字
山
田

松
鷹
義
信（
61
歳
）

大
字
沼
江
字
西
岡

大
上
カ
ズ
ヱ（
93
歳
）

大
字
坂
本
字
平
野

新
居
ス
ギ
ノ（
92
歳
）

大
字
沼
江
字
山
路

折
宇
ト
ミ
ヱ（
93
歳
）

善

意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

４
月
16
日
～
５
月
15
日

東

弘
憲
さ
ん
（
沼
江
）

武
市
卓
雄
さ
ん
（
山
西
）

多
田
憲
一
さ
ん
（
生
名
）

溝
内
敦
浩
さ
ん
（
山
西
）

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善
意

が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

日 時 ６月25日 午前10時～午後４時
（受付時間 午後３時まで）

場 所 小松島中央会館 小松島市松島町5-6
08853- 2-2030

相談員 久次米 憲二
お問い合わせ 交通事故相談所 徳島県庁１階

088 -621 -3200

※お気軽にご相談ください。

心配ごと相談
● 日時 ６月６日

６月13日
６月20日
６月27日

● 時間
午後１時～午後４時30分

● 内容

人権・行政・厚生・福祉

● 場所

勝浦町住民福祉センター１階

平日でも受付しており
ますので、お気軽にお
問い合わせください。

（ ２－4652）

６ 月

６月１日 湯 浅 医 院 ２－２００３

６月３日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

６月５日 赤 岩 医 院 ２－２００６

６月７日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

６月９日 上勝町診療所 ４－５０１０

６月11日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

６月13日 山 西 医 院 ２－３０２７

６月15日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

６月17日 湯 浅 医 院 ２－２００３

６月19日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

６月21日 赤 岩 医 院 ２－２００６

６月23日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

６月25日 上勝町診療所 ４－５０１０

６月27日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

６月29日 山 西 医 院 ２－３０２７

平日 午後６時～翌朝午前９時
休日 午後７時～翌朝午前９時

夜間救急当番表

教室名 実 施 日 時 間

陶 芸
５ 12 19 26

午後７:30～９:30
木 木 木 木

踊 り
５ 19 26 午後２:00～４:00

26日は午前10:00～12:00木 木 木

歌 謡
３ 10 17

午後７:30～９:30
火 火 火

生け花
５ 20

午後７:30～９:30
木 金

大正琴
12 26 20 木曜日は午後１:00～３:00

金曜日は午後７:00～９:00木 木 金

習 字
６ 13 20 27

午後７:00～９:00
金 金 金 金

６月交流講座ご案内
近隣地域との交流事業として、今月も
各種講座を次のとおり開講いたします。

◎大正琴は初心者コースもあります。

戸籍の

窓

交通事故相談日

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（金）

（水）

（金）

（金）

（金）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（日）




